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概要版 【体育科】

体育科において、学び合う集団づくりと個へのアプロ―チを通して、児童が運動有能感
（身体的有能さの認知・統制感・受容感）を育む授業改善を目指す。

研究の概要

【児童の実態】

〇体力合計点が男女ともに全国平均を下回る状況。
（R6調査）
〇運動への苦手意識や外遊び減少による負の連鎖。
〇仲間と協力して、みんなで高め合う意識に課題。

【指導上の課題】

〇個に応じた成功体験の場づくり。
〇動きを分析・言語化する機会の拡充。
〇仲間と高め合う「集団の力」を引き出す授業構成。

研究の目的

※運動有能感…「身体的有能さの認知」「統制感」「受容感」の3因子で構成される運動に対する有能感（岡沢ら1996）。
※「わかった」 …運動の仕組みを理解して課題を捉え直し、コツや気付きを言語化（記録・伝達）できる状態。
※「できた」 …最終的な完成形だけでなく、スモールステップごとの部分的な技能習得も重視した状態。

【目指す児童像】 「わかった」「できた」を積み重ね、運動有能感を育む児童



第5学年 器械運動 全７時間
マット運動 「技のコレクションを増やそう！」実践の概要

手立て１ 学び合う集団づくり

互いのよさを認め合い、仲間とともに技能を高め合う喜びを実感しながら、安心して挑戦できる
集団を構築する。

心理的安全性を土台とした「5つの
約束」を児童と共有した。

オリエンテーションの実施

実践前に「体育の授業で大切にしたいこと」として４つの関わりがあることを伝え、
具体的な内容を児童と話し合って決めた。1時間目に再度児童と確認をした。

「する・見る・支える・知る」の多様な関わり

単元を通して1時間ごとに4つの関わりを重点化

手立て２ 個へのアプローチ

準備体操と補助運動を音楽に合わせて一体化し、運動に向かう心身
の準備と主運動につながる身体感覚の育成を図る。

（１）準備体操と補助運動を組み合わせたリズム運動

【見る・する】 【支える・する】

教師による運動のポイントの伝達

ひざとつま先、ピンと
伸ばして！

手と足を近づけ
るよ！

音楽は、
BPM115（体操
しやすいテン
ポ）のJｰpopに
体育係の児童
の指示の声を
入れ、５分15秒
に編集して使
用する。

【指導の工夫】
準備体操に加え、主運動に必要な身体感覚（支持・バランス・
回転等）を養う補助運動を、音楽に合わせて毎時間行った。本
時の主運動に合わせて意識すべきポイントを具体的に伝え、よ
い動きを即座に価値付けることで、「わかった」「できた」という成
功体験を直接結び付けられるようにした。

後ろの壁を見るよ！

【指導の工夫】

「5つの約束」を軸に据え

て、学習過程に応じた「す

る・見る・支える・知る」を

重点化した。

児童の学びが深まるよう

に、安心して運動に挑戦し

たり、認め合い高め合えた

りできる環境を整えた。

マ
ッ
ト
運
動
の
補
助
運
動

する・見る・支える・知るの多様な関わり



【指導の工夫】
技のポイントに応じた場（傾斜やマーク等）や、徐々に難易度が高くなる場（段
差や補助等）など、一つの技に対し４～６種類の場を設置した。苦手意識のある
児童や体が硬い児童でも挑戦しやすく、成功体験を得られる学習環境を構築し
た。跳ね起き技の練習は、一人でできるまでは二人一組で補助をし合うよう徹
底した。

開脚前転の場（技のポイントに応じた場）

①に対応した場 ②に対応した場

③④に対応した場 ③④に対応した場

（体の硬い児童用）頭跳ね起きの場（徐々に難易度が高くなる場）

坂のマットで「反って
立つ」感覚をつかむ

補助具を使い、腰
を安定させる

段差を使い着地の
感覚をつかむ

平らなマットで練習
する

【する・見る・支える】

【知る】 【する・支える】

する・見る・支える・知るの多様な関わり

（２）課題に応じて選択できる場

自分の課題に合った難易度を自ら選択し挑戦することで、技の
ポイントと課題をつかみ、スモールステップによる成功体験を
積み重ねる。

（３）成長と課題が発見できるデジタル学習カード

撮影した動画を見て気付いた「自分の成長と課題」について言語化することによって
次時への見通しをもてるようにする。

技コレクションカード リフレクションカード マイムービー図かん

【支える・知る】 【知る】

する・見る・支える・知るの多様な関わり

【指導の工夫】
提出された一人一人のカードに具体的な称賛や、児童自身で気付けなかっ
た課題への助言をコメントすることで、児童が自分の成長を実感し、次の課題
解決に向けて見通しをもてるよう支援した。

勢いよく手を着いて、
力強くマットを手で押
す。友達がコツを教え
てくれて意識してやっ
てみたら、平らなマッ
トでもできました。

うれしかったです。

【学習カードの記述】

わかる・できる
ルーブリック

技の出来栄えを「わかる・できる」
のルーブリックで自己評価し、課
題を把握できるようにする。

児童は練習動画から得た気付きや友
達から得たコツを言語化し、教師はコメ
ントを返し、努力や工夫を認め励ます。

毎時間の成果を動画で蓄積する。
お手本や過去の自分と比較し、成
長を実感できるようにする。



本実践における２つの手立てによって、目指す児童像である「『わかった』『できた』を積み重ね、運動有能感を育む児
童」に近づいたかを、三因子の視点から検証する。

全ての児童が何らかの場面で自己の変容を肯定的に
捉えることができたと考察する。

実践前に一部で見られた「練習しても上達しない」とい
う無力感や苦手意識が、自らの働きかけによって結果を
変えられるという肯定的な見通しへと変容した。

過半数が頑張れた理由に「他者との関わり」を挙げた。
支援を受ける喜びだけでなく、「集団への貢献」という受
容感が育まれた。

【児童Ａの変容】

◎「学び合う集団づくり」と「個へのアプローチ」の２つの手立てを両輪とした授業改善は、技能の向上だけでなく、
自ら工夫する喜びや仲間に支えられる安心感といった「運動有能感」を育むことの有効性も確認できた。

●言語化の促進と振り返りの充実を図り、多様な関わりを一層活性化させる必要があると感じる。
●運動への苦手意識が特に強い児童に対しては、実態に応じたきめ細やかな支援が求められる。

成果と課題

リズム運動による基礎感覚の反復と毎時間の倒立練
習が、技能習得の強固な土台となったと考察する。

コツの理解と「できた」という成功体験の積み重ねにより、
「思った以上にスムーズにできた」と予想を上回り、「自分な
らできる」という「身体的有能さ」が育まれたことが分かる。

第6時 自分の課題に気付いた動画の部分写真

客観的な自己評価で「足の曲がり」という課題を発見し、
直後に修正したことから、「工夫や努力で結果は変わる」と
いう統制感が芽生えたことが分かる。

準備から片付けまで、協力し支え合う中で、失敗を恐れ
ず挑戦する意欲が芽生え、互いを認め合う受容感が高
まったことが分かる。

児童Aは、事前アンケートではマット運動を「難しい」と捉
えていた。しかし運動有能感が育まれたことによって、事
後には「とても好き」「できる技が増えて得意になった」と
マット運動の挑戦意欲が高まった様子が見られた。

身体的有能さの認知 （自分のものにできた）

統制感 （努力すればできる）

受容感 （仲間や教師に認められている・役に立っている）

検証

友達が何かの技に挑戦している時だけでなく、準備から片
付けまでみんなと協力して支え合えていたから。

頑張れた
理由

Q

Q
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身体的有能さの認知 （自分のものできた）

統制感 （努力すればできる）

受容感 （仲間や教師に認められている・役に立っている）

総括


